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ユースによるジェンダー平等な未来の再構築

ガールズ版
「未来のための協定」



参加者について

この取り組みに参加した私たちは、世界各地から集まった若者世代
です。私たちは、さまざまな国やコミュニティから集まった、多様な背
景やアイデンティティを持つ若いリーダーであり、変革者でもありま
す。私たちは社会の未来であり、私たちの世界の設計者なのです。

私たちは国連未来サミットに出席する世界のリーダーたちにメッセージを発信す

るために集まりました。

もしこの未来サミットが、21世紀以降の課題によりよく対応する制度を再構築す

るための一世一代の機会であるならば、ミレニアム以降に生まれた最初の世代

である私たちは、その議論の場に参加するべきです。

私たちは、ジェンダーに基づく差別と不平等が根絶され、女の子が成長できる世

界を創り、包摂と相互尊重に基づいて繁栄する社会への道を切り開く決意をして

います。

私たちは 
世界中から集
まった若者世
代です。

私たちの声に

耳を傾けて
ください。

私たちは 
若く、たくましく、
より良い未来を 
目指しています。

本提言について

本提言は、プラン・インターナショナルおよび、ユニセフ・グローバル・ガール・リー

ダーズ・アドバイザリー・グループ、ユニセフ・ユース・フォーサイト・フェローの支援

を受けた15～24歳のユース35名によって策定された。

2024年3月、ユニセフの「Youth Foresight Playbook」で言及されている参加型未

来手法の組み合わせによる調査プロセスの結果、ユースを中心とした未来への道

筋を描いたものである。簡単なアンケート調査と調査ワークショップの一環として、

ユースは、世界がジェンダー平等を達成するために、政策立案者が今後30年間に

とるべき具体的な行動を提起した。

ユースはまた、具体的な提言を盛り込んだガールズ版「未来のための協定」の草

案作りが求められた。

調査報告書『Our Voices for our Tomorrow』には、

調査方法とユースの将来観についての詳細が記載

されている。

調査報告書はこちらからダウンロードできる：

plan-international.org/publications/our-voices-for-our-tomorrow

本提言で使用している写真は、調査参加者の写真ではない。

https://plan-international.org/publications/our-voices-for-our-tomorrow


 私たちは、女の子であるというだけで問題となることがあまりにも多い世界に生きている。幼

少期から成人期まで、あらゆる空間において、女の子は差別、不平等、機会の不平等という、

絶え間ない困難に直面する。紛争の影響下にある国に住む女の子、紛争によって家を追われ
た女の子、 移民の女の子、障害のある女の子、HIVと共に生きる女の子は、さらなる困難に直

面している。

私たちは世界の現状を憂慮している

私たちは、国際社会の
リーダーである皆さんが
世界に向けて設定した持
続可能な開発目標
(SDGs)や、その他の現
在または未来の目標も
達成できないだろう。



思春期の女の子が早すぎる結婚

や妊娠のために学校を中途退学

したり、学校が遠すぎたり、費用が

かかりすぎたり、危険すぎたり、あ

るいは単純に女の子だから質の

高い教育を優先的に受けられな

かったりするのを目撃する。

 街中でも、オンラインでも、学校でも、職場でも、

家庭でも、危険を感じている女の子たちを目撃する。

私たちは、性暴力の被害者でありながら、正当な裁

きを受けられない女の子を目撃する。私たちは、

ホームレスの女の子たちが人身売買や性的搾取の

被害者になる危険に晒されているのを目撃する。障

害のある女の子たちが特に暴力のリスクにさらさ

れ、逃げたり助けを求めたりできない障壁に直面し

ている。私たちは、変化を求め声を上げようとして、

反発や脅迫に遭う女の子たちを目撃する。私たち

は、女の子であるという理由だけで、殺される女の子

を目にしている。

 私たちは毎日、早すぎる結婚や女性性

器切除などの性暴力およびジェンダーに基

づく暴力(GBV)を目撃している。包括的性教

育や性と生殖に関する医療サービスが不足

しているために、若くして母親になる思春期

の女の子たちがいるのだ。

 今の医療制度ではニーズが満たされ

ない女の子がいる。彼女たちは自分の人

生を自分で決定する権利を奪われてい

る。私たちは、反権利運動が私たちの身

体を議論の対象にし、世界中で女の子の

権利そのものを脅かしているのを目の当

たりにしている。 

 デジタル格差により、女子が経済活動に参加したり、オンライン空間で声を上げることが制
限されていることがわかります。女の子たちはハラスメント、ネットいじめ、テクノロジーによって
助長されたジェンダーに基づく暴力を何度も経験している。



私たちは、家庭で家事や介護の
仕事で、過大な負担を負うことを
期待されている女の子を目撃す
る。雇用や経済的資源への平等
なアクセスが否定されれば、貧

困の連鎖は続く。

 唯一の水源である川が、誰も責任を取

らないまま汚染されていくのを目の当たり

にしている。私たちは、気候変動が世界中

の人びとの身体的・精神的健康に影響を

及ぼしているのを目撃しており、気候危機

が疎外されたコミュニティ、特に女の子と女

性に不釣り合いな影響を及ぼしているのを

目にしている。

ここに列挙し切れないほどの権利侵害とともに、こうした問題こそが、私たちに声を上げる

きっかけとなっている。私たちは、私たちが直面するすべての課題に対処するために投資さ

れた資金の不足を含め、私たちの国やコミュニティで重要な政策が実施されていないことに

苛立ちを感じている。私たちの社会が家父長制的な性質を持っているために、これらの不

平等はほとんどの人が正常で許容できるものであると思い込んでいる。私たちにはこの状

況を変え、社会を導くルールを書き換える力があるが、その議論の場に招待されることは

めったにない。招待されたとしても、私たちの経験は尋ねられるが、解決策を尋ねられること

はない。私たちの声に耳を傾け、それに取り組むことはまずない。そこで今、私たちは声高

に、はっきりと声を上げる。私たち若い世代は、あらゆる多様性を持つ女の子が基本的権利

を否定される世界を受け入れることを拒否する。

国際社会の指導者である皆さんが、直ちに適切かつ重要な行動をとらなければ、次の世代

の女の子を、不平等、暴力、排除に満ちた未来に送り込むことになるだろう。ジェンダー平等

の進展は後退し、不平等が拡大するだろう。

Pramilaの「A world of emotions（感情の世界）」（ネパール）。気候危機の悪影響へ
の啓発目的のワークショップ「Art is Power」への作品提供。
© Plan International / Santosh313



� それは、人種差別、植民地主義、障
害者差別、家父長制、その他の形態
の抑圧に根ざしたステレオタイプや偏
見が解体される世界。黒人、先住民
族、イスラム教徒、アジア
人、LGBTQIA+、およびすべての疎
外されたコミュニティが自らの未来を
積極的に形成し、その権利が支持さ
れている世界。

� それは、ジェンダー平等が単
にSDGsの 5 番目に掲げられ
たものではなく、社会のあら
ゆる側面に浸透した現実とな
る世界。

これが私たちの   

望む未来だ。

これが、私たち若者世代が世界の指導者たちに
求める未来

�

それは、男の子が女の子を対

等な存在として尊重し、大切

にするように育てられ、幼い

頃から健全な人間関係と相

互尊重が促進される世界。 

� それは、ジェンダーを理由にした賃金格
差がなく、あらゆる分野でリーダーシップ
がジェンダー平等に共有され、誰もが権
力の座にある自分の姿を想像して

育てる世界。女の子や疎外された

グループの人々には、独自の

視点と能力を活用して、地球

規模の問題に対処する力が

与えられている世界。

� それは、テクノロジーが

包括性とエンパワーメ

ントのためのツールとし

て使用され、デジタル

格差を解消し、すべて

の人に機会を提供する

世界。

 

それは、政府が公約に
対する説明責任を真
剣に受け止め、より包
摂的な社会を生み出

す未来。
� 私たちが望む未来は、人

類は地球を大切にし、自

然は搾取すべきものでは

なく、贈り物とみなされ

る。気候変動と戦うため

の持続可能な実践と取り

組みが優先される世界

だ。

�  それは、性的指向や性自認に関係なく、すべての

人が完全に受け入れられ、社会で平等である未

来。私たちはもはや、ジェンダーに縛られて定義

づけられることはない世界。

�  私たちが思い描く未来には、平和が広がっている。紛争解
決が優先され、暴力よりも外交が重視される。女の子と女
性は、平和構築の取り組みに積極的に参加し、独自の視
点と解決策を提案している。

暴力のない世界。恐怖のない世界。



私たちは国連加盟国に対し、
以下の提言を実行に移すこと
を求める

私たちは、このビジョンは私たちが
生きているうちに達成できると信じて
いる。

そのために、まず私たちの声に耳を傾け、真剣に受け止めることから始めなけ

ればならない。私たちを強力な場に招待し、あなた方の議題に影響を与えさせ
ること。私たちと 協議を行うこと。政策に影響を受けるのは私たちなので、あな

た方が実施したい政策の形成に私たちを参加させることを求める。

まずは、多様な背景を持つ女の子の教

育や リーダーシップ育成に投資し、変化

の担い手として女の子をエンパワーメン

トすることから始めるよう。 

彼女たちの活動のためのスペースを増

やし、現状に挑戦できる取り組みに資金

を提供しよう。

まずは、ジェンダー、人種、階級、障害、セクシュ
アリティ、その他のアイデンティティに基づく抑圧
の相互関連性を認識し、対処するフェミニズムへ
の交差的アプローチを促進し、受け入れることか
ら始めよう。

まずは、早いうちから尊敬、共感、包

摂の文化を育むことから始めよう。 

社会から疎外された人の声に耳を

傾け、彼らの視点や生活体験を積

極的に探り、政策や取り組みに反映

させよう。

まずは、女の子の権利を促進し、女性や男

の子とは異なる女の子特有のニーズ、課題、

経験を説明するために、国際的、地域的、国

家的な政策文書で「女の子」という言葉を使う

ことから始めるよう。

また、国際社会に広く受け入れられている国際基

準の実践を優先させることから始めるよう。



 
広く支持されている公的支出の少なくとも15
～20%という基準に達するよう、教育省への
資源配分を増やして国の教育財政を拡大す
ること。この拡大は、最も弱い立場にある人び
と、特に疎外された女の子や ユースに届く質
の高い教育に投資するのに十分な資金を意
味する。これには、より効果的な学習を支援
するための教員の継続的な訓練と能力開発
への資金増額も含まれるべきである。

教育と技術

 
紛争時や自然災害時を含め、女の子の就
学を阻むあらゆる障壁を排除し、あらゆる多
様性のある女の子が質の高い無償教育へ
の平等なアクセスを確保すること。例えば、
学校におけるGBVに対処する政策、妊娠中
の思春期の女の子や若い母親が学校教育
を継続するための特別措置、夜間学校や安
全で無料の交通手段などをすべて整備する
必要がある。

 
ジェンダー平等を促進し、ステレオタイプや偏見に対抗する、ジェンダー・トランスフォーマ
ティブなカリキュラムや学習教材を開発および統合すること。社会のあらゆる分野におけ
る女性と女の子の功績、ステレオタイプを認識してそれに対抗する方法、男性や男の子
を味方として巻き込むこと、包括的性教育、多様性と包摂の重要性などの内容を含むこ
と。これには、教育変革サミットの行動要請「教育におけるジェンダー平等と女子および
女性のエンパワーメントの推進」で概説され、承認されたジェンダー・トランスフォーマティ
ブな教育原則を取り入れることも含まれる。メンターシップ、ロールモデル、体験学習の
機会を提供することで、科学、技術、工学、数学分野への女の子の進出を奨励すること
となる。

 
デジタルアクセスと接続のギャップに対処し、デジタルスキルと知識を構築
すること。特に低所得地域や地方のコミュニティで、障害のある子どもや女
の子、女性に不均衡な影響を与えるテクノロジー、AI、インターネット接続へ
のアクセス格差に取り組むこと。コンピューター、タブレット、インターネットア
クセスなどのテクノロジーリソースを、手頃な価格で利用できるように、女の
子とその家族に提供する取り組みを拡大する。女の子と男の子に、テクノロ
ジーと情報を効果的、安全、倫理的にナビゲートするためのデジタル リテラ
シースキルを身につけ、オンラインであることによるプラスの影響と潜在的な
リスクの両方を理解できるようにサポートする。

質の高い無償

教育

デジタルリテラシー
スキル

教育への資金援助

テクノロジーへの

平等なアクセス



女の子と女性に    

対する暴力

 
家庭内暴力、性暴力、ハラスメント、人身売買、

有害な慣行、オンラインやテクノロジーを利用し

たジェンダーに基づく暴力を含む、女の子と女性

に対するあらゆる形態の暴力を犯罪とする法律

を制定し強化し、執行すること。不処罰に終止符

を打ち、加害者が責任を問われるようにし、紛争

や紛争後の状況を含めて、被害者が司法にアク

セスできるようにする。警察官、裁判官、検察官

に、ジェンダーを考慮したアプローチと被害者中

心の対応に関する研修を提供する。法執行と司

法手続を監督する監視機関を設置し、定期的に

データを収集して報告レベルを監視する。

 
支援サービスと強力な紹介メカニズムを提供

すること。安全な空間、シェルター、ホットライ

ン、カウンセリング、法的支援、ヘルスケア（メ

ンタルヘルスを含む)、長期持続可能な方法

で、アクセス可能で総合的でジェンダーに配慮

した機密性の高い生存者中心のサポートサー

ビスを確立し、資金を提供する。職業訓練、能

力開発、メンターシップの機会は、その背景や

状況に関係なく、すべてのサバイバーに提供さ

れるべきである。

  
個人が暴力を認識・報告できるよう、教育・啓発活動を強化すること。女の子や女性に対す

る暴力を奨励し、被害者を非難する文化を促進する、有害なジェンダー規範や態度に異議

を唱えるキャンペーンを開始すること。すべてのコミュニティ、メディア、教育現場において、

敬意と暴力を許容しないというメッセージ、およびサバイバーへの支援を推進する。教師、

保護者、地域のリーダーに、暴力の兆候を特定して対処するためのトレーニングを提供す

る。オンラインにおける子どもとユースの保護を優先する。ソーシャルメディアが性暴力や

性的虐待、ジェンダー・ステレオタイプを永続させるために利用されるのを防ぐため、政府

の法律、インターネット規制、 民間セクターの活動を通じて、強固な保護と報告の手段を講

じる。ソーシャルメディアだけではなく、オフラインでも安全で包摂的な、ユースにやさしいス

ペースを作ることで、ユースが交流し、つながるためのさまざまな方法を促進する。


紛争後を含む紛争地域におけるGBVからの

保護を保証すること。安全な空間とサービ

ス、人道支援、法的保護、および紛争環境に

おけるジェンダーに配慮したアプローチと女

の子と女性の保護に関する国連平和維持

軍、人道支援ワーカー、現地コミュニティへ

の研修を提供すること。


報告と参加型データ収集のメカニズムを強化
すること。GBVに対応する標準化された包括

的なシステムを確立し、問題の規模をより深く

理解して監視し、問題と戦うための効果的な

政策とプログラムを設計するための正確で機

密の詳細な情報を入手すること。

オンライン  
保護

有害な規範

への挑戦

報告手段

法律の制定、

強化、執行

暴力を許さない

支援サービス



思春期の女の子の性と生殖に関する

健康と権利

 
学校カリキュラム内で包括的な性と生殖に

関する健康教育を実施すること。国際基準

に準拠しつつ、自国の文脈に即したカリ

キュラムを開発・実施するために資源を配

分し、生殖に関する健康、性的同意、ジェ
ンダー平等、LGBTQIA+の権利、健全な

人間関係、バイスタンダー（傍観者）の介

入などのテーマを、タブーを取り払った年

齢に応じた偏見のない方法で取り上げるこ

と。このような教育は、女の子やユースだ

けでなく、家族やコミュニティも、誤った情
報と闘うことを目的とすべきである。


月経の健康と衛生に関する障壁を取り除く

こと。これには、月経衛生に関して広くアク
セス可能な情報の提供や、2030年以降は

製品の無料提供を目的とした、生理用品

の消費税を減免または撤廃が含まれる。

環境への影響を軽減し、持続可能性を促

進するために、再利用可能なナプキンや

月経カップなど、環境に優しい生理用品の
開発と推進を優先する。

 
ユースに配慮した性と生殖に関する保健サー

ビスへのアクセスを保証すること。農村部や

サービスが行き届いていない地域で暮らす思

春期の女の子を含め、手ごろな価格の包摂的

な性と生殖に関する保健サービスの認識を促

進し、アクセスを保証すること。費用やスティグ

マ、情報不足などの障壁を取り除き、代わりに

厳格な秘密保持と安全なスペースの創出を実
施すること。HIVやその他の性感染症のリスク

がある、またはそれに罹患している女の子た

ちの検査、治療、支援サービスへのアクセス
を促進すること。

 
家族計画サービスへのアクセスを促進するこ
と。安全なセックスに関する情報や、思春期の
女の子を予期せぬ妊娠から守るための、手ご
ろな価格または無料の避妊薬へのアクセスを
保証する。すべての場合において中絶を合法
化または非犯罪化するが、最も緊急に対処す
べきはレイプ被害者に対するものである。国
際人権基準に従って、女の子に安全で合法的
な中絶サービスを提供し、中絶後の包括的な
ケアと支援サービスを提供する。

 
低年齢での結婚を禁止する法律を強化および施行し、早す

ぎる結婚の危険にさらされている女の子やその影響を受け

ている女の子に支援サービスを提供し、その根本的な原因

である貧困や治安不安などに対処することによって、早す

ぎる強制された結婚と闘う。コミュニティや 宗教指導者、そ

の他の影響力のある人びとと緊密に連携し、この慣行を糾

弾し撤廃するよう促すこと。妊娠中の思春期の女の子がス

ティグマを受けずに教育を受け続けられるような取り組みを

確立すること。

早すぎる結婚の

禁止

安全で合法的な中絶

サービス

アクセス可能な情報

環境にやさしい

生理用品

家族計画サービスへの
アクセス



気候変動

 
環境政策、気候変動への緩和と適応策、

保全プロジェクトの意思決定、計画、実

施、監視に、女の子と女性を積極的に参

加させること。これにより、彼女たちの

ニーズ、知識、経験が考慮され、より効果

的で公平な解決策が導き出される。ジェ

ンダーバランスのとれた政府代表団を含

め、環境政策に関する関連意思決定機

関に女の子と女性の代表が参加できるよ
うにすること。

 
女の子の権利を保護するジェンダーを考慮した

気候変動政策を強化し実施すること。女の子や

女性特有のニーズや課題を認識して対処し、戦

争や紛争の影響によるものを含め、彼女たちに

不当な影響を与える環境不正義に対処する取り

組みを支援する。パリ協定などの国際的な気候

変動関連の公約や義務に沿った政策や介入を

実施すること。土地、水、クリーンエネルギー技

術などの資源への公平なアクセスを確保し、天

然資源の管理者および持続可能な開発の担い

手として、女の子と女性をエンパワーメントする

活動を支援する。

 
国際融資を増額し、高所得国、中所得国、低

所得国の間で気候・環境プログラムへの公平

な投資を確保すること。各加盟国は、ガス排

出の最大排出国としての役割と貢献を認識

し、それに応じて緩和策に資金を提供する必

要がある。

 
学校カリキュラムに組み込み、気候変動の影響

に対処するために、脆弱なコミュニティに住む女

の子と女性のスキルと知識を強化することに

よって、環境意識を促進し、コミュニティのエンパ

ワーメントにつなげること。安全な空間を提供

し、平和的抗議活動の権利を支持し、女の子主

導のグループに資金を提供し、コンテンツ制作

やオンラインプラットフォームなどを通じた、女の

子主導のさまざまな環境保護活動や意識向上

を「見える化」させること。

 
グリーン・スキル、経済的および教育的エンパ

ワーメントを強化すること。女の子や女性、先住民

族、障害のある人々に、グリーンジョブや起業機

会、気候変動に強く、将来性のある生計やビジネ

スに投資するための資金を提供する。持続可能

な農業、生物多様性の保全、エコツーリズムを推

進する女性主導の取り組みを支援し、環境保護と

貧困緩和の両方に貢献する。サバイバルスキル

の訓練プログラム、収入源の多様化、コミュニティ

支援ネットワークの強化など、適応と回復力の戦

略を推進する。

 
グリーン・スキルとソリューションの促進。ク

リーンな調理用ストーブ、太陽光エネル

ギーシステム、節水装置などの、グリーン

技術とソリューションの採用と開発を奨励

する。これらは主に、低所得国において、

家事労働という不平等な負担を担っている

女の子と女性に大きな利益をもたらす。特

に農村部や十分なサービスが受けられて

いない地域において、炭素排出量を削減

し、天然資源を保護し、女の子や女性の生

計を改善する環境に優しい製品やサービ

スへのアクセスを促進する。

ジェンダーに配慮した
気候変動対策

国際金融

女性主導の 

取り組み
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公平な投資
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政治プロセスへの参加

 
女の子が政治的リーダーになることを支
援すること。女の子と女性がリーダー
シップ・スキルを身につけ、政治活動や
市民生活に有意義に参加できる能力を
身につけるためのプログラムや取り組み
に投資する。これには、地域から国際ま
であらゆるレベルでのメンターシップ・プ
ログラム、リーダーシップ研修ワーク
ショップ、市民活動や提言活動の機会な
どが含まれる。

 
公共政策と意思決定のあらゆる分野にわたっ

て、多様な背景を持つ女の子と協議し、解決策

を共同で作成すること。加盟国は、女の子と女

性の多様な集団から意見を集めるために、上

記のすべての介入策において、アクセスしやす

く包摂的な方法で、定期的かつ有意義な協議

を実施しなければならない。これには、市民集

会、フォーカスグループ、アンケート調査などが

含まれる。また、女の子、ユース、女性のため

の諮問委員会や協議会を設置し、人口動態に

影響を与える問題について政策立案者に助言

することや、女の子やユースが政府の進捗状

況を監視できるようにする、女の子に配慮した
説明責任システムの設置も含まれる。

 
ジェンダー平等促進に取り組む女の子やユー

ス主導の組織やコミュニティベースの組織への

資金提供や支援を増やすこと。寄付への障壁

を取り除き、女の子やユースが主導する活動を

支援するための柔軟で多様な複数年にわたる

助成金を、より多くの女の子やユース団体がア

クセスできるようにする必要がある。

 
クオータ制やその他の積極的差別是正措置

を実施すること。女性が政治的および公的な

指導的地位に就き、そこに留まり続けること

を妨げる制度的障壁を取り除くこと。女性の

代表が不足している場合は、議会、青少年

議会、評議会など、あらゆる意思決定機関や

政治機関において、女の子と女性の代表を

増やすために、クオータ制や育児支援を含

む、その他の女性のリーダーシップの発揮を

可能にする政策を導入すること。和平交渉へ

の女性の参加も優先すること。
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今、これらすべての行動を今、実行することで、すべての人にとって

より公平で豊かな未来への基礎を築くことができます。

私たちは、私たちの声を聞いてほしい。女の子の権利を実現する

ジェンダー平等な未来を築くために、皆さんと関わりたいと考えてい

ます。

私たちは、女の子たちの完全な平等と正義を実現するために、い

かなる妥協も許しません。

一緒に、すべての女の子が活躍でき、女の子の権利が守られ、女

の子の可能性が無限大に広がる世界を作りましょう。

「未来のための協定」、「将来世代に関する宣言」、「グローバルデ

ジタルコンパクト」の一言一句が、ここに示された未来への確固たる

決意となるようにしましょう。

あなたの仕事は人々の意見に耳を傾けることです。私たちはあなたの国の国民であり、来でもあります。私たちの声は聞こえていますか？これは、明日に向けた私たちの声なのです。

#FutureGirlsWant

調査報告書はこちらからダウンロード可能

plan-international.org/publications/our-voices-for-our-tomorrow

https://plan-international.org/publications/our-voices-for-our-tomorrow



